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池 内氏VJ報告の referencesに出ている,Ikeuchi,Nagata,rviizutani
andNakazawa(preprint)の論文の内容 VC基 づいて ,中性子切賀 U)中(I)倭
力の reactionmatrix elementの momentum dependence の説明か あ
D ,夫 々のFermisurface附近 o'DnとpoTD尚 の interaction_Llatrix
elementsが大 きいこと, 従 ってn-p相関が n及 びpの超流動状態にか 夜
Dの効果 を もつ可能性 が指摘 された｡ (文責 玉垣 )
パルサーの醸射機構について
東 大理 一 丸 節 夫
パルサーの観測結果 の華徴 日)
パルサ ーの轟射機構 を考 える忙あたっ てi重要 と思 われ る観測結果 a)い くつ
か 怒 ,まダ厳選 してみ る｡
(1) 強慶 一カニ星 芸U)パ ルサ ー(NP0552+22)につ いて,距錐 を 1.5
kp占,軸射貌域 uj半径 蟹5XIoT･cmと仮定 すると,輝度温度 (bright-
ness tempera′tur占,Tb)ヤと光度 (luminocity,L) 紘 .それぞれ次表 vj
よ うであるe)0 .･pticaiやⅩ-ray 領域 vj轟射は ,インコヒ 一一レン トな シ
ンク ロトロン編射 o'Dよう夜もので説明するの も幽難 では 覆いが ,radio 領 域
の高い輝度温度 を得 るには ,強 いコヒーレンスを想定 す る必要が ある｡ コヒ-
レン云の有力を源 として,荷竃麗子 の集群 (rbun ching)を仮定 するもU)と ,
不安定性 -メーザー作用 や乱流機構 を ビーに よるものが考 えられ ている｡
-D55-




今 までの ところ , opticalや.X-rayのパルスが観測 されているのは(5㌦
最短周期 (55ms)密もづNP0552+'22)だけであるO
(2) 偏波特性 -い くつかのパルサ ー(例 ,Ps又0855-45,P'lSR 19
29+10)紘 ,殆 ん ど完全 夜直線偏波 を示 している(4)｡
偏波面の回転が観測 されておD,そ の回転の速 さは波 長に殆 ど無閑係である｡
こ ぶが二つ あるようなパルスを出すパルサーのあるもの (例 .MP0756-
40,PSR2045-16)では ,その間の谷の附近 で偏波 V)向 きが急激に
変化 する(5)0
(5) パ ノレス幅 と周期o')関係 -パルス幅は平均 として周期 酎 急 比ゞ例 し,そ の数
パ -セン トの値 をとる(6)｡ しか し,個 kLu)パルサーについては ,そuj平均か ら
o'Dずれ も大 きい ｡
(4) パルス周期の分布 一観測されているパルサ ーの周期め分布(1)を見 ると,局
期 が約 1秒 よ9遅 いパルサ ーは次第 酎 肖威す る傾向にあることがわかる(7)0
も しこれが磁場 の減衰 によら覆い(8)とするならば ,軸射機構の中一にこの現象e)
説明を求 めねば 夜ら夜い ようである●｡
(5) スペク トル指数 -100MHZあたD佐山 をもつ ものや ,1000MHZ
ぁ たbVCスペク トルの折れ曲 銅 ミみられ るもの-があるtHoその間 では ,轟射強
匿 (I)を周波 数 (y)の軸数 として,_IcKレ~ 2 とお くと-,a-〇･6-2位




+ 2日 ,その間隔は ,ほ ゞ レ-O･25 に比例す るが6')が ,そ うで夜Vl場合 (例 ,
CP0950+0.8,CPl･919十21)もあるO
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se-condperiodicpulsation を示 すもの, (例,CP1919+2 1,
AP2016+28)がある(･10)｡
パルサーの電気力学 (PulsarElectrodynamics)
帯磁 した (完全 )導 体球 一甲華 子基のモデル-を一定 の角遜皮 で回転させた
場 合 にか こる現象 について ,Goldreich-Julian(ll)の近似解析の要点 を
紹介 した｡
光速 円筒 (velocity-of- light.cylinder)が定義され ,その内部で
は砲力線 に附着 し中性子星 と共 に回転 する荷電粒子群 が存在 する｡.砲座-vE近 い
･領域 から出た磁力線は ;光速円筒 を通 9抜け ,それ らの磁力線 に沿って加遠 さ
一九 た荷電粒子の流れが考 えられ る｡ 空間電荷密匿 ,磁極冠 (Polarcap) 領
域 のひろが b:,加遜場 の強さ等の概算式が得 られるO.
komesarof･f､- Stur-rockの理論
･荷 電粒子の集群を仮定 した.理論()中で ,現在巌 も進ん でいると思 われる
Komesaroff(12)とSturrock(15)の塵論を紹介 した｡
'硫＼極 の近廃で電子や陽 子が急激 に加速 され･,それ らが磁力線 の由DU)ためVC
高エネ:jJギーのa線 を放出 し,そのd樋 と強績場 とVJ相互作用で電子 一陽電子
･_の対生成がかこD,その電子一陽竜骨 系が電場 の存在下で二流不安定性をみ こ
し;その結果それ らの粒子が薄い層状IFC集群 し,コヒーレン トを電磁波 を轟射
･するとい う機構 に よるもので ,鋭測鮭栄 U)･ある部分を定量約 匠か夜D良 く説明
する｡ ,! 〔
難点は /,粒子の熟運動を考慮 に入れた場合 ,層状orD集蹄そci)もejの寿 命が非
常に短 くなること,二流不安定性によb層状 に荷電粒子が集 るとh_う仮定が崖
論的 にも実験的に支持 されをh こと,理論的 夜砲極冠領域 のひろがDが実測 の
パルス幅.対周観の データと傾向が ずれていること,夜▲どである｡
Ichifriaruの理論 (･14)
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その乱流 によb電磁波 の轟射がかころとい う機構 で (16),種 女のパルサ ーに
ついて観測値 を定量的 に検討 した計算結果 を紹介 した｡
難点は ,パルスを作 b出すのに,例えばDyson(17)の volcanoの よ う夜
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